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≡鮎 y w o rds Pth c ell lin e,Karyologic alcha nges,Chr o m o som e
Ratka nga r o o(Potoro u strida ctylis)は タ ス マ ニ
ア 島に生息す る小動物で , そ の 体細胞の 染色体は図1
に 示すよ う に 堆 で は 2n = 13, 雌 で は 2n
= 12で あ
る . S ha w ら
l}
に よ っ て 5対 の 常染色体 は大 き さの 順 に
仙 1.2,3,4,5, と命名さ れ ,2 本の Y 染色体も大 き さ か
ら Yl と Y2 と 命 名 さ れ た . し か し Haym a n ら
2)や
M oo re
3}の よ う に Yl と Y2 を 逆 に 記載 し て い る もの
もあ る .
Ratkanga r o oの 細胞 に お い て は . 染色体数 が少 な
く , 個 々 の 染色体そ の も の が大 き く , ま た 各染色体が
特徴 あ る形態を して い て . 染色体の 同定が容易で あ る
こ と か らS ha r m a nら
4}
, Walen ら5)に よ っ て 早く か ら
細胞遺伝学的研究に 適 し て い る こ と が 指摘 さ れ て き
た . ま た Ratka nga ro oの 培 養 cell lin eで は 自 然発
生的に 染色体 の 数的異常 や dic e ntric chr o m o s o m e,
ring chr o m o s o m e等の 染色体 の 構造異常 を伴 なう こ
とが 報告さ れ て き た .
6卜 1 1)
著者 ら は Rat ka nga r o oの 培 養 c ell lin eで は 自 然
発生的に 染色体 の 数的異常 を伴な う こ とに 注目 し, 継
代 24代 ～ 31代 に わ た る培養細胞か ら毎世代約 20 細
胞を任意 に 抽出し , 総計 1609 細胞の 核型分析 を 行 な
い , 主と して 数的な変動 に つ い て 検討 し た ･
材料お よ び 方法
Rat ka nga ro o c ell lin eに つ い て は 雌 の 腎 皮質 よ


















Fig. 1. Nor mal ka ryoty pe ofthe r at
ka nga r o o c ell
Ka ryologicalCha ngesin a CellLin e of the Rat Kangar o o(Ptlち), Cultu red in V
itro･
Takeshi Mats uda, Sato shi Mo ris aw a &･E i mio Takeda, Departm e nt of An ato
my (Ⅰ),
Scho ol of M edicin e, Toya m aM edic al a nd P har m a c eutic al Univ ersity･
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Ro sw ell Pa rk Me m o rial In stitute より 分与 さ れ た
もの を使用 した . こ の C ell lin eの 第 24代か ら31代の
8 代に わ た っ て 細胞遺伝学的検索を行 な っ た . 細胞は
RP M I1 6 4 0
1 2Jと 15% fetal calfs e ru m を 加 え た
Mediu m で 37℃ 恒温器内 で 密封培養 さ れ た . な お
Mediu m 中に は抗生物質等 は 一 切加え なか っ た . 細胞
は培養7 日日 ごと に 継代 さ れ , 培養6 日目に 細胞遺伝
学的検索を行な っ た . す な わ ち培養6 日目に コ ル ヒ チ
ン( 最終濃度 0.2γ/mL)に 4時間暴露 した の ち .Ha nk
'
s
B ala n ced Salt Solutio n(HBS S)
1 3) で ～ 度 細 胞 を 洗
浄したの ち , ト リ プ シ ン で 細胞を剥離 し,0.075M ol塩
化カ リ溶液あ る い は蒸留水 と H B S S が3:1 の 割 り 合
いの 溶液で 低張処理 をお こ な い . 3:1 m etha n ol-gla-
cialacetic a ci d で固定 し た . 空気 乾燥法 で 標本を作製
し, 染色体分析 を行 な っ た . な お 染色体分析 に あ た っ
て の 細胞培養法 や染色体分析技術 の 詳細 は . 教室 で お
こなわ れ て い るセ ト の 染色体の 分析技術1 4)に よ っ た .
染色体分析 は8 代に わ た っ て , 各継代時 の 200個 ∴総
計1609個 の 細胞を任意 に 選 ん で 行 な っ た .
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Fig･ 2･ Ka ryoty pe of the m ain ste mlin e
Quin a c rin e m ustard(以 下QM と省略する) に よ る
蛍光染色 に よ る Banding patte r nで dicentric phr o-
m o s o m eを 構成 して い る2 本の 染色体 の 同定 を 行 な
っ た . すな わ ち Ⅹylen で 油浸液を洗い 落 し た の ち ,
m etha n ol とgla ciala c etic a cid液を用 い て 脱色 し.,
QM 染色を 行な っ た .QM 染色 は Bro w nら1 1)の 方法に
よ っ た
. 染色 した 核板は蛍光顕微鏡で H B O 2 0 0m e rc･
u ry bu rn e r, 4 70 ba rrie r, B G 3,}B G 1 2, B G 3 8e x c-
ite rfilt甲 で 鏡検 し ,写真撮影を行な っ た . な お染色体
の 算定 に は dicentric chr om oso m e, rin g chr o m･
O S O m e. XCha nge chr o m o so me は お の お の 2 本 と
して 計算し た .
成 構
検索 を行な っ た c ell lin eは第24代か ら 31 代 に わ
た っ て , 細胞増殖速度 は はぼ 一 定 し . こ の 期 間中に は
い わ ゆ る
"
a period of gro☆th reta rdatio n
"





られ な か っ た . ま た染色体検索 を行 な っ た c ell lin eは
分与さ れ た当時か ら , すで に 恥 5 の 染色体が 1本欠失
した図2 の よ う な核型 を も っ た 細胞 が m ain ste m-
1in eと な っ て い た .
A)
24代か ら31代ま で の 8 代に わ たる総計 1609細胞
に お い て 21547本の 染色体 を観察 し , 各染色体の 同定
を行な っ た , 図3 に は1 細胞当たり の 総染色体数別の
細胞の 出現頻度を示 した が . 1細胞当た りの 総染色体
数は 7本 か ら 29本 に わ た っ て い た .
1) 表1 に は各継代時に お け る 1細胞当たりの 染色
体の 平均本数 を示 した . い ずれ の 絶代時 とも基本数
の
｡
2n = 11より 多く , と く に 26 代目で 最 も 多 く
14.45本 で あ っ た .
2) 図4 に は 24代か ら31代 まで の 各継代時 で の 1
10 20 ℡o t8 1
0 h ro ⅦOB O n●
Ⅳ山 血相 T
Fig. 3. Nu mbe r of cells cla ssified with total
Chro m o s o m占 n u mbe r s
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細胞あ たり の 総染色体数 の 出現頻度を示 した ･ 横軸
は細胞当た り の 総染色体数を縦軸 は細胞の 出現頻度
を示 して い る .継 代24代 に お い て は 1細胞当た り 8
本 を有す る もの か ら 24本 を有 す る細胞 が観察 さ れ ,




継代 25代に お い て は9 本有す るもの か ら , 26本有
す る細胞 ま で 観察 され , 継代 24代 と ほぼ 同 じく11
本前後 の 染色体を有す る細胞群 に つ い で , 20本前後
の 染色体を有す る 細胞群の 出現頻度 が高 い . 絶代26
代に お い て は 7本有す るもの か ら23本有す る 細胞と
Tbble l. AY erage Chro m o so m e n u mbe rs ate a chpassage
慧;芸
Tot悪霊£C曲 丁 血 霊ご



















12.7 7 15.0 32 7
14.4 5 2 2.0 3 77
1 3.2 5 14.75 13
1 2.6 8 14.40 14
13.38 15.9 84 3
1 3.6 7 1 7.5 79 0
14.16 19.39 32
Tot 山 16 09 2 154 7~ 13･39 17･06 4 3
Pass age 24
-■t■ l沖




















Pa ssage 2 6
Pas sage 30 Pas sage
Fig. 4. Nu mbe r of c ells cla s sified withtotalchr o m o s o m e n u
mbe r s at e a cb T) a SS age
31
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Table 2･ Chr o m o s o m e n u mbersper c e1lofea ch chr o mosom e
Cbro m o s o m e sI
Total No . Total
Ofcels cbr o m o so m e



























































4 7 1 2
.355 0 0.6 5 22
4 7 2.3 85 0 0.99 17
5 6 1 2.80 5 0 1.404 0
4 8 7 2.4 35 0 0,7 89 7
4 7 7 2.38 5 0 0
.9 2 14
5 36 2.6 8 0 0 1.3 34 3
5 4 0 2.7 0 0 0 1.2 16 1
5 9 3 2.8 3 7 3 1.35 8 0
Totaユ 16 0 9 4 14 2 2
.5 743 1.1 165
Cll ∫O m O S O m e SⅡ
Pas sage
n u mbe r
Total No. Total
Ofc eus cbr o m o so m e
Ob5e r V ed 皿u mber
M u3
2 4 2 00







557 2.7 85 0 1.2 45 0
5 59 2.7 9 5 0 1.5 10 5
6 20 3.10 0 0 1.77 8 9
5 8 2 2
.9 1 0 0 1.70 04
5 70 2.8 5 00 1.3 8 44
59 1 2.9 55 0 1.10 85
56 0 2
.8 00 0 1.5 0 75
63 0 3.0 14 4 1.1 80 3
Tot山 16 0 9 46 6 9 2.9 0 18 1.4 7 17
Cbr o m o s o m e sⅢ
Pass age
Total No ･ Total
OrC ells cbrom o s o m e
Obs e rv ed n u mbe r
n umbe r
M u 2
24 20 0 4 3 2







2.1 6 00 1.5 8 2 3
2.3 95 0 1.164 8
2,6 6 0 0 1.4 9 19
2.36 0 0 1.4 2 75
2.2 6 5 0 1.16 0 6
2.3 9 5 0 1
.1 34 6
2.3 3 0 0 0.9 6 5 9
2
.2 6 7 9 1.2 5 4 8
To旭 1 6 09 3 7 8 7 2.3 536 1.2 8 59
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Chr o m oso m t∋Ⅳ
Total No . Total
Ofe ems cbf Om O S Om e





























































443 2.215 0 0.8 9 3 2
44 6 2.2300 1.0 0 2 1
5 2 4 2.6 2 00 1.603 6
4 7 3 2.3 65 0 0.97 6 7
4 3 8 2.190 0 0.96 8 7
4 5 0 2.2 50 0 0.90 2 0
4 8 4 2
.
420 0 0.93 8 3
5 54 2.65 0 7 1.27 0 3
Total 16 0 9 3 8 12 2.36 9 2 1.0 96 2
Cbr o m o so m eV
Pa s s age
n u mbe工
Total No . Total
OrC euS Cbr o m oso m e
Obse Ⅳ ed n u mber
M u 壬
2 4 2 0 0
2 5 2 0






之45 1.2 25 0 0.2,59
2 50 1.2 50 0.4 7 9 9
2 74 1.3 70 0 0.6 1(;2
2 66 1.3 30 0 0
.
4 43 3
2 42 1.2 10 0.35 77
24 3 1.2 150 0.4 78 3
27 0 1.35 00 0.47 9 9
28 2 1
.3493 0.50 7 2
Total 16 0 9 20 7 1 1.2 8 71 0.45 9 8
Cbro m o s om es X
Pa ss age
n u mbe r
Total No. Total
Ofc eus ch∫O m O S O m e










402 2.01 00 0.9 24 5
34 3 1.71 70 0.86 8 1
37 9 1.895 0 1.09 9 5
3 7 0 1.8 50 0 0.78 14
3 5 5 1.7 75 0 0.7 7 8 3
3 7` 1.8 80 0 0.8 05 畠
4 14 2.07 0 0 0.舶95
4 26 2.03 8 3 0.7 38 9
Total 1 60 9 3066 1.9 05 5 0.貼9 2
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Fig. 5▲ Chr o m os o m e n u mbe rs pe r c ellat e a ch
pa SS age
Chr om o som e I
chro mos o m eIl
chrom os o m em
Pa s sage
n u mbe r
ChroI nQS O m e
n u mbe r
頻度 は低い が 25本ま た は 29 本の 染色体を有す る細
胞 もみ られ る . ま た絶代 24代や 25代目の 細胞群と
比 較 し て 11本の 染色体 を有す る細胞 の 出現頻度 は
や や 低く . 20本前後の 染色体 を有す る細胞 の 頻度が
や や 高い . こ の よ う に 24代か ら31代 の い ずれ の 継
代時に お い て も , 各世代毎に総染色体数の 変動が認
め られ るが , お おむ ね 基本染色体数1ま本を中心 とす
る高 い pe ak を示 す細胞群 と , 20本を 中心 と する低
い pe ak を示 す細胞群 と の 2群 に 分類 さ れ る ･
3) 表2に は 各継代時に お け る 1細胞 あ た り の 総染
色体数の 平均値を示 し た .
4) 図 5 に は24代か ら 31代に い た るま で の 1細胞
あ た り の 絵染色体数 の 変動 を示 した . なお 各継代時
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n u mbe r
l l 】i i l ～T I■ 門 I O : 1
Fig. 6･ C hr om o s o m e n u mbe rspe r c el of e a ch chro m o so m e
Pa s sage
n umber
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10 20 で0七al
Cbr o m o 8 0 m e
n l】皿be =･
Fig. 7. Nlu mber bft:ells' clas sified with total
Chr o m o so me nu mbe rs. (Bla ck po rtion
Sho w sthe n u mbe r of c ells with ka ryoty pe s
Obse r v ed o nly onc e.)
間 の 平均値に つ い て 有意差の 検討を行な い ,1%の 水
準 で 有意差が あ る と認 め られ る､も の に は 星 印 を 2
個 ,5% の 水準で 有意差が あ る と認め られ る もの に は
塁 印を 1 個を 印し た . 1 細胞当たり の 総染色体数 の
平均値の 変動 を継代を追 っ て み る と , 25代 時 よ り
26代時【
.
こか け て 急増 し ,27代時 に は再 び急減す る .
5) 図6 に は各継代時に お け る1 細胞当た り の 各染
色体別の 平均値の 変動 を示 し た . 4)の 場合と同様 に
有意差 の 検討 を行な い 星印を印 した . 軋 1 の 染色体
数の 平均値 の 変動を継代 を追 っ て み ると , 総染色体
数 の 平均値の 変動に み られ る七 ほ ぼ同 じ く 25 代時
より 26代時 に か け て 急増 し , 27代時に は再 び 急減
し て い る . ま た 28代時 より 29代時 に か け て 急増 し
て い る . Nα 2
J
の 染色体 に つ い て は ,25代よ り 26代 に
か けて 急増 して い る . No.3の 染色体 に つ い て は . 24
代か ら 25代 , さ ら
､
に 26代に か け七急増 し , 27代 に
か けて 急 減 して い る . 軋 4 の 染色体数 の 平均値に つ
い て は , 25 代か ら26代に か け て の 急増 と , 26 代か
ら 27代 に か け て の 急減の 他 に , 30代 か ら31 代に か
けて の 急増か認 められ る . Nb.5の 染色体の 平均値に
つ い て は , 27 代か ら281代 にか けて の 急減と , 29 代
か ら 30代 に か けて の 急増が 認め ら れ る . X 染色体 の
平均値 に つ い て は ,24代時 に は Ⅹ 染色体数の 平均値
は高 い が , 25代に か け て 急減 し ,･ま た 29､代 か ら30
E■ryO typ8 (2n■10)
冨8 ryOtyp8 (2n -12)
1 ユ 1 2 1 ヰ う 1う 6 0
6 ･ 6瑠 6
･ 01く う. 欄 8. ヰ~名 う .0:〈 9. 6% 9 . 0メ
1xll/166
1う. 7 〉` う6. 1 喀
Fig･ 8･ Distributio n of the karyoty pe sthr o ughthe pr e s e nt pe riod of
Obs e rv atio n
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T d ble 3. Thcftequ en cyofthe main karyotyp
e s ate a Chpass age
Ka=yOtyPe Pa ssag
e n u mber
Total
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅹ 24 2 5 2627 2 8 29 30
1
2 2 2 2 1 2(11) 4 5 18 10 1 9 1 9 3 9 3 93 0
2 3 1 2 1 2(11) 17 5 1 7 5 3 312
2 3 2 2 1 1( 1)
2 2 3 2 1 1( 1)
2 2 2 2 1 1(10)
3 2 1 2 12 (11)
2 2 1 2 1 2(10)
2 2 2 1 1 2(1 0)
2 3 1 2 1 (10)
6 5 3 1 1 9 71 4
3 4 3 9 6 0 1 2
3 5 5 4 3 1 2 1
2 5 1 5 3 0 3 2
1 1 4 2 5 4 02
0 6 5 1 2 0 50
3 2 3 0 3 12 1
21 9( 1 3.61%)








Main ka=yOty Pe( 9types) 80 51 35 5 8 55 5 6 54 44 4(
27･5 9%)
subm ainka LyOtyPe(166typeめ 74 83 62 78 88 57 64 55 5 61(34･8 7%)
Ⅴ血 ¢d k町 Otype(6 04types) 4 6 6 6 10 3 64 5 7 8 8 80 10 0
6 4( 37･54%)
Tot血 (7て9types) 2 00 20 0 20 0 20 0 20 20 0 20 9160 9(100･ 脇)
.代 に か け て 急増が 認め られ る . 以上の よう
に 各々 の
染色体別 に 1細胞当た り の 平均本数の 変動 を24代
か ら31代 に か け て み る と ,各染色体 に よ っ て 異 な る
傾向 もみ られ る が , お お む ね総染色体数 の 平均値 の
変動 と はぼ 同様に , 26代 と 30代前後 で 高い 平均値




次 に 1細胞当たり の 染色体軋 1か らNa 5 お よ び Ⅹ
染色体の 組み 合わ せ の 出現頻度 に つ い て 検 討 を 加 え
た .
1) 図7 に は 1細胞当た り の 総染色体別に み た 異 っ
た核型群の 出現頻度を示 した . 黒 く塗 っ た部分 は個
々 に 異 な る核型の 頻度 で あ る . 個 々 に 異 な る核型 は
604種類 , 604細胞あ り , 細 胞当た り の 染色体 を 12
本ま た は 20本前後有す る細胞で 多く 見 られ る ･
2) 図8 は 1細胞当た り の 総染色体数 の 出現頻度が
高 い 11本, 10本 , 12 本の 染色体 を有す る細胞 に つ
い て 分析 した も の で あ る .
(22221)と あ る の は 1番染色体が 2本 ,2番染色体
が 2本 , 3 番染色体が 2本 , 4 番染色体 が 2本 , 5番染
色体が 1本 t X 染色体が 2本の 核型を示 して い る ･ 以
下も同様の 表記法を採用 して い る .
3 ) 表3に は全継代時 に お け る主要 な核型の 出現頻
Fig. 9. The fr equ e n cy of the karyotype s
度を 示し た .
4) 図9に は こ れ らの 核型の 出現頻度を示した ･
考 察
ヒ ト の 培養細胞 は長期間 に わ た っ て 正 常 な染色体核
型 を保持 す るが , 他の 多く の 動 ･ 植物材料 か らの 培養
細胞 は新 し い 別の 核型を も っ た ste mlin eを形 成す
る
もの が 多 い . そ れ ゆえ 馳 yflick ら
17)は長 期培養細胞
を , 次 の よ う に 2種煉 に 区別す る 必要が あ る と述
べ て
い る . す な わ ち 一 つ は限定さ れ た生存期間を有 し, 取
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り出され た元 の 組織 と , 染色 榊亥型の 上で 変化の 認 め
られ な い C ellstrains と ,他 は無限の 生存期間を も ち ,
元の 組織と 異 っ た 染色体核型 の 上 で の 特 徴 を も っ た
c e11 1in e sを 区別 し て い る . c ellstrain s か ら c el1
1in e sへ の 転換 は常時起 り う るが , 転換 に は 染色体核
型の 上で の 変化を 伴な っ て おり , 元 の 組織 の 正常染色
体核型の 特徴を解析す る の に 適 当 で は な い . し か し
c el1 1in e sは 有糸分裂 に お け る染色体 の 行動 の 解析
や , Ⅹ 線照射 , 突然変異誘発性化学物質 , ウ イ ル ス 感
染に 対す る 染色体核型 に み られ る変化を検索する の に
適し て い る . c elllin eは m ain の ste mlin eの 核 型 を
申}L､に して . 別の Ste mlin eの 核型 を形成す る と い っ
た染色 休核型上 の 変動 を示 す の が特徴 で あ る . す なわ
ちあ る範囲内で , m ain の Ste mlin eの 核型と異 な る染
色体数を も つ 別 の ste mlin eを 形成す る . ste mlin eは
動力学的平衡 の もとで 増殖 し , た え ず あ る種 の 淘汰 の
影響の もと で 変化 す る . それ ゆ え cel lin eを使用 する
研究に 際し て は , 注意深 くそ の C ell lin eの 染色体核型
の 上で の 特徴 を み きわ め な けれ ば な ら な い . す な わ ち
m ain の ste mlin eの 核型 と こ の 核 型 か ら の 変 動 の 範
囲を決定す る必 要が あ る .
Rat ka ngaro o c el1 1in eは先に 述 べ た よ う に , 細胞
遺伝学的研究 に 好適な 条件 を 所持 し て い る が , Rat
kanga ro o c e11 1in eを 使用 して , Ⅹ 線照 射 t 突然変異
誘発性化学物質 , ウ イ ル ス 感染等 の 染色体 に 対す る影
塗 警冨芸琵芸芸芸三孟去≡言去芸≡誓言竺核型
の 上
そ こ で 今回 著者 らは 第24代か ら31代の 8代 に わ た
っ て 観象 した Rat ka nga ro o c ell lin箪の 染 色体核型
の上で の 変動を , 主と し て 数的変動を中JLりこ して 検討
を加え た .
A)
表1 に は各継代時に お け る 1細胞あ た り の 染色体 の
平均本数を示し た が , い ず れの 継 代時 と も 基本数 の
2n = 11 より 多く , と く に 26 代目 で 最も 多 く 14.45
本で あ っ た . 著者 の 一 人で あ る武田1 8)は 前回の 検索 で ,
こ の C ell lin eに つ い て
,
モ ー ド は 一 貫 して 2 倍休領域
に認め られ るが , 3倍 体領域が次第 に 増加す る こ と を
報告し て い る が . 今回 の 検索 の 結果は , こ の 事実 に ほ
ぼ合致す る もの と思 わ れ る .
図 4 に は各継代時 で の 1細胞当た り の 総染色体数 の
出現頻度を 示 し て い るが
,
こ の 24代か ら31代 の い ず
れの継代時に お い て も
, 各世代毎に 総染色体数 の 変動
が認め られ る が , お おむ ね基本染色体数 11本 を 中心 と
する高 い pe ak を示す 細胞群と , 20本 を 中JL､と す る低
い peak を示 す細胞群 との 2群に 分類 さ れ る . 著 者 ら
は こ の C ell lin eの 染色体検索に あ た っ て , し ば し ば
Chro m atide nd fu sio n(染色分休場部結合) を観察
し , そ の 形態学的意義 と して . 橋形成か ら遅滞現象を
お こ す こ と に つ なが る 一 種の 修復機構と考え報告 して
い る が , 今回 の 24代か ら31代 にわ た っ て み られ る総
染色体数 の 出現頻度の 変動は こ の 現象の 表われ か もし
れ な い .
図5 に は 24代か ら31 代に い た るま で の , 1細 胞当
た り の 総染色休数の 変動を示 し たが , 25代時 よ り 26
代時に か け て 急増 し , 27代時 に は再び 急減 して い る .
表2 及び図6 は各染色体別 の 各継代時に お け る総染
色体数の 平均お よび そ の 変動 を示 して い るが . 各染色
体に よ っ て 異 な る傾向も み られ るが , お おむ ね 総染色
体数 の 平均値の 変動と ほぼ同様 に , 26 代と30代前後
で 高い 平均値を示す傾向が み られ る .
B)
次 に 1 細胞当た り の 染色体 恥 1か ら No. 5 およ び Ⅹ
染色体の 組み 合わ せ の 出現頻度に つ い て 考察す る .
図 8 は 1細胞当た り の 総染色体数 の 出現頻度 が高い
11本 . 1 0本 , 12本の 染色体を有する細胞の 核型 に つ
い て 分析 した もの で あ る . 1細胞当たり の 総染色体数
が基本の 細胞の 11本で あ っ て も分与当時の 馳 5 の 染
色体が 1 本欠失し た , い わ ゆ る (222212)の 核型 は全
継代時で 219細胞 あ り , 1細胞当た り 11本所有す る細
胞の 35.96% に み ら れ , 次 い で (231212 )の 核型が 53
細胞8.7 %(232 211)の 核型が 46 細胞7.6%,(223211)
の 核型 が 28細胞 4.6%, (321 212) の 核型 が 21 細胞
3.4% を占め , 以 下個 々 に 異な る核型 は47種類 , 7.7%
の 細胞 に み ら れ る . ま た 1細胞当たり 1 0本所有す る細
胞の 核 型 を分析する と , (222211)の 核型 が 24細胞 ,
10.3‰ (221212) の 核型と (22211 2) と の 2種類の
核型が い ず れ も19細胞み ら れ , 合わ せ て 16.2 %, 次 い
で (231211) の 核型 は15細胞 , 6. 胡=こみ られ る . ま
た 染色体数が 12本の 核型で は(222222)が 11細胞あ
り 1細胞 に 12本所有す る細胞 の 6.6% を占め る .
表3 は全継代時 に お け る主 要 な核型の 出現頻度を示
し た も の で あり , 1 5細胞以 上同じ核型を示す 主 な 核型
は 9種類 , 444細胞に み ら れ , こ れ らは い ずれ も 10 本
ま た は 11本の 絞染色体を示 す細胞 に お い て み ら れ る .
ま た 2細胞以上1 2細胞以下 の 同 じ核型 は 166種類 ,
561細胞で あ り , 個々 に 異 な る核型 は 604種矯604細
胞 あり 全体 の 37.5% を占め る . 言い 換 え ると 24代 か
ら31 代に か け て 任意 に 抽出 した 合計1609 細胞の 核型
は 779種類 に 分け ら れ る .
図9 は こ れ らの 核型 の 出現頻度を み た もの で あ る .
横軸の 核型の 種類 か ら . 個 々 バ ラ エ テ ィ に富 ん で い る
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こ とが 推察さ れ る .
以上 を総括す ると ,培 養 Rat ka nga r o o c ell lin eの
核 型は . ヒ ト の 染色体の sho rt cultu r eに み ら れ る
Hy po m odal c ell ま た は Hy pe r m odal c e11の 出現 に
み られ る単 な る染色体数の 増減 と異 なり ,基本数 11本
に お い て も 同じ核型 を示す もの は 全細胞 の 13.6% で
あり , 他は種 々 の 異型 を示 し , 二 次 元的様相 を帯 びて
い る . 1t本以外の 総染色体数 の 細胞 に お い て も同様の
様相を示 して い る . 多種 多様 な核型 を 示し な が ら継代
され て い る と言え よ う .
結 論
Rat kanga r O O(Poto r o u strida ctylis)の 細胞 に お
い て は , そ の 染色体数が少な い こ と( 含:2n = 13. ♀:
2n = 1 2) や特徴的 な形態 な ど か ら , in vitr oの 染色
体上の 変化の 解析 に は理 想的 で あ る .
著者 らは in vitr o で 24代 か ら 31代に わ た っ て 継
代 を続 けた 雌の Rat ka nga r o o c el1 1in eに つ い て ,毎
継代時 ご と に 200個.総計 1609 個の 細胞に つ い て 細胞
遺伝学的検索を行な い , 主 と して 核型上の 数的な変動
を追求 し , 次 に総括する結果を得た .
1.r 各総代時 に お け る 1細胞当 たり の 染 色体 の 平均
本数 は-, い ず れ の 絶代時 とも基本数の tl本 よ り 多
く . と く に 26 代で 最大 で 14.45本 で あ っ た .
2. 各継 代時で の 1 細胞当た り の 総染色体数 の 出現
頻度で は 11本を中心 と す る高 い pe ak と 20本 を 中
心 とす る低 い peak が認 め られ た.
3. 1 細胞あ た り の 総 染色体本数 の 平均値の 変動 と , 各
染色体別の 1 細胞当たりの 総染色体本数の 平均値 の
変動 は , と も に 26 代と 30 代前後高値を示 した .
4. 24代か ら 31代に か け て 任意 に 抽出 した 合計 1 609
細胞 は 779 種類の 核型に分け られ る .
以 上培養 Rat ka nga r o o c ell line の 核型 は 単 な る
染色体数の 増減 と異な り , 種々 な異型を 示 し . 二 次元
的様相を帯 び , 多種多様な核型 を示 し なが ら継代さ れ
て い る .
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A bstra ct
Ce11s of t he Rat kanga rbo (Potoro ust ri dactyhs)s e e mto be spe cially u sefu l fo rt he a nalysis of
Chro m oso malchangesin vitro, beca u s et hey ha ve alo w n u mber of chrom o som e s(2n = 1 2 in the
fe male a nd 2n=1 3 in the m ale) and their uniqu e m o rphology. The chr om o s o m al d ha nge sthat
OCCu rred during the in vitro c ultiv atio n of a fe male Rat ka nga ro o c ell lin e w e r e a n alyz ed from
2 4th to 3 1thpass age . In e a chpas sage,tW Ohu ndr ed w e11
-Spre ad m etaphas eplates w e re r a ndo mly
S ele cted a nd ex amined fo rt he chr o m oso m al a nlysis. T he r esults ob tain ed w e r e s u m m a riz ed a s
follow $.
1) A l though chrom o s om e sin the stemlin e were originally ele v e nin nu mber, Chro m os o m e
nu mbe r spe r c ellw e r ealw ays m o retha n ele ven in e a chpa s s age .
2) T he cellpopulation s cla$Sified by t he chr o m s o me n um be rs ap pe ar6d bim odal, thatis, the
m ain pe ak w asse en at l lchr o m oso mes a nd the satelite pe ak at2 0chro m o so m es .
3) Both the chrom oso m e n u mbe rpe r c elland tot aln u mbe rs of theindividualchro mos o m ewe r e
Peaked at26t hand30t hpa ss age.
4) Duringthe c ultiv atio n, 16 0 9cells ra ndo mly sele cted w e rekaryoty pic ally classified into 7 79
gr o11PS. Thro ughthe e ntire period of obse rvatio n st he Rat kanga r o ocell lin e e xhibited not
Onlysim ple n u m erical but als o c o n stitutio n alcha nge sin t heir chro m o s o m e s.
